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本
稿
は
，
京
都
大
学
シ
ニ
ア
キ
ャ
ン
パ
ス
の
一
環
と
し
て
，
二
〇
〇
八
年
一

〇
月
一
日
に
実
施
し
た
「
学
び
の
夕
べ
」
の
資
料
と
し
て
作
成
し
た
も
の
で
あ

る
。
筆
者
よ
り
本
稿
を
同
キ
ャ
ン
パ
ス
の
一
部
と
し
て
採
用
し
て
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
，
実
施
検
討
会
の
前
平
泰
志
先
生
，
担
当
部
課
の
上
原

和
志
氏
，
菊
田
認
氏
よ
り
ご
快
諾
い
た
だ
い
た
。 

本
稿
作
成
に
あ
た
り
，
フ
ラ
ン
ソ
ア
喫
茶
室
を
実
質
的
に
経
営
さ
れ
て
い
る

今
井
香
子
氏
に
は
，
同
店
創
業
以
来
の
出
来
事
，
お
よ
び
写
真
な
ど
，
あ
ら
ゆ

る
情
報
を
ご
提
供
い
た
だ
い
た
。
岡
田
由
紀
子
氏
，
徳
村
杜
紀
子
氏
，
新
村
香

代
子
氏
に
は
，
中
井
正
一
先
生
に
つ
い
て
，
数
多
く
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
お
聞
か

せ
い
た
だ
い
た
。
石
戸
谷
滋
先
生
，
加
納
啓
子
先
生
，
加
納
俊
治
先
生
に
は
，

抑
留
時
の
ベ
ン
チ
ヴ
ェ
ン
ニ
先
生
と
マ
ラ
イ
ー
ニ
先
生
の
様
子
に
つ
い
て
，
情

報
を
ご
提
供
い
た
だ
い
た
。 

京
都
産
業
大
学
の
北
川
忠
紀
先
生
，
井
上
孝
平
氏
，
大
阪
大
学
外
国
語
学
部

の
村
瀬
有
司
先
生
に
も
，
ベ
ン
チ
ヴ
ェ
ン
ニ
先
生
の
経
歴
に
つ
い
て
お
話
を
う

か
が
っ
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
京
都
放
送
局
の
村
田
真
希
子
氏
に
は
，
立
野
正
一
氏
の
イ

ン
タ
ヴ
ュ
ー
映
像
の
視
聴
に
関
し
て
ご
協
力
い
た
だ
い
た
。 

藤
井
祐
介
先
生
に
は
，
戦
前
京
都
の
労
働
運
動
に
関
し
て
詳
細
な
学
術
的
助

言
を
い
た
だ
い
た
。 

「
学
び
の
夕
べ
」
当
日
，
フ
ラ
ン
ソ
ア
喫
茶
室
に
は
日
本
舞
踊
家
・
西
川
千

麗
氏
，
茶
道
研
究
家
・
松
岡
順
子
氏
に
ご
来
場
い
た
だ
き
，
貴
重
な
コ
メ
ン
ト

を
い
た
だ
い
た
。「
学
び
の
夕
べ
」
の
参
加
者
か
ら
も
重
要
な
ご
質
問
，
コ
メ
ン

ト
が
寄
せ
ら
れ
た
。
喫
茶
室
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
に
は
，「
学
び
の
夕
べ
」
の
円
滑

な
進
行
に
多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
筆
者
の
所
属
す
る
工
学
研
究

科
・
環
境
材
料
学
講
座
の
ス
タ
ッ
フ
に
は
，
間
接
的
な
が
ら
様
々
な
ご
支
援
を

い
た
だ
い
た
。 

こ
の
場
を
借
り
て
深
く
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。 
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